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2023年5月30日 NII 学術情報基盤オープンフォーラム2023 認証トラック3
～次世代認証連携を実現する技術開発の今とサービス事業展開に向けて～









• 実証実験参加機関数：10機関（2023年5月時点）
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実証実験参加機関について

アカウント数
1 S大学 1700（教職員＋全学生）
2 B大学 7500（教職員＋通学課程学生）
3 H院 100（教職員）
4 K館 100（教職員）
5 K所 350（研究者＋職員）
6 T大学 2000（教職員＋全学生）
7 A大学 1600 (教職員＋全学生)
8 K大学 1000 (教員のみ)
9 S大学 450 (教職員のみ)
10 K大学 6400（教職員＋全学生）

（特徴）
• 既にUPKI を利用していた機関は7機関
• 学認参加済機関は0機関

• 10機関とも学認未参加
• ID 管理システムを導入していた機関は3機関

• すべてオンプレで導入
• 該当の3機関は比較的大規模な組織

• 認証サーバにAzureAD を利用している機関
は7機関





• 実証実験参加希望をいただきましたが、残念ながら機関内の体制が整わない
等により、ご辞退された機関が数件ありました。

• 実証実験に参加校で、学認参加後に運用をイメージすることが難しい（ユー
ザに対してどのように利用させるのかなど）機関が数件あります。

• 同じような悩みを抱えてる機関はありますので、
• これまでどう対応すればうまくいったなど、気軽に意見交換できるような、
横のつながりができる場を作っていければ、と検討中です。
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感想



本件に関するご意見やご提案など、お寄せいただけると幸いです

gakunin-idp-hosting at nii.ac.jp
※ atは@に変えて、前後のスペースは省略
※［件名］学認対応IdPホスティングサービス

国立情報学研究所 学術基盤推進部学術基盤課
学術認証推進室 学認対応 IdP ホスティングサービス担当

本日は、Slidoからもご意見を承っております
 ［学認対応IdPホスティングサービス］が分かるようにご記入お願いいたします
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教育研究機関のみなさま、関連業者さまへお願い


